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2022 年 2 ⽉ 1 ⽇ 

 

総合地球環境学研究所と堀場テクノサービスによる 

軽⽯の漂流パターン解明に向けた共同研究を推進 

〜「産学⺠」三位⼀体で災害レジリエンス強化に取り組む〜 

 

未来可能性のある社会の構築をめざす⼤学共同利⽤機関法⼈ ⼈間⽂化研究機構 総合地球環

境学研究所（所⻑︓⼭極 壽⼀ 以下、地球研）と、堀場製作所のグループ会社で分析・サー

ビス事業を担う株式会社堀場テクノサービス（代表取締役社⻑︓千原 啓⽣ 以下、堀場テク

ノサービス）は、軽⽯の分析に関する共同研究を 2 ⽉ 1 ⽇より本格的に推進します。 

 

2021 年 8 ⽉に⼩笠原諸島の海底⽕⼭噴⽕により噴出した軽⽯は、沖縄県など⽇本各所に

漂着し漁業や観光業に深刻な影響を及ぼしています。本研究では各所の海岸に漂着した軽⽯

の化学成分（構成元素の種類や含有量）を分析して発⽣源を詳しく検証することにより、被

害が及ぶ範囲を導き出します。さらに軽⽯の漂流⽇時などの情報も組み合わせることで漂流

パターンの解明へとつなげ、今後世界で同様の問題が起こった際に迅速な復興を可能とす

る、⻑期的視野での災害レジリエンス強化における取り組みに貢献します。 

地球研、堀場テクノサービスおよび、採集した軽⽯を提供いただく地域の⽅々も交えた「産

学⺠」⼀体の体制で挑む、これまでにない連携を⽣かした実地的な活動として研究を進めて

いきます。 

 

【共同研究活動のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の⽅々 

軽⽯提供 分析依頼 

・データ提供 
・各種議論 

堀場テクノサービス 

・漂流パターン解明 
・学会/論⽂/⼀般公開(予定) 

地球研 

配信先︓京都⼤学記者クラブ、⼤阪科学・⼤学記者クラブ、 
    ⽂部科学省記者クラブ、科学記者会、環境省記者クラブ 

農林記者会、農政クラブ 
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【共同研究開始の背景】 
 
沖縄県をはじめとした⽇本各所に漂着し、漁業や環境に深刻な影響を及ぼしている軽⽯問

題。36年前（1986年）や約 100 年前（1914年）にも同様の現象が起きており、歴史が

繰り返されています。この問題の解決に向けて何かできることはないかと考え、地球環境問

題を総合的に研究し、未来可能性のある社会の構築をめざす地球研と、⼩惑星探査機「はや

ぶさ２」が採取した⼩惑星「リュウグウ」の試料分析に参画した実績をもち、多種多様な分

析依頼を承る堀場テクノサービスが⼿を組み、共同研究を実施することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な取り組み】 
 
① 軽⽯の収集【地域の⽅々】 

・全国の⾃然科学系博物館およびジオパークを束ねる事務局などを通して、関連施設に情報

を拡散し、地域の学芸員などの協⼒により送っていただいた軽⽯のサンプルを地球研に

収集します※１。 
 
② 軽⽯の分析【堀場テクノサービス】 

・HORIBA製品の蛍光 X線分析※２装置を⽤いて、軽⽯に含まれる元素の種類や量などのデ

ータを測定します。 

・軽⽯を設置する治具は、⾼度なサンプルハンドリング※３技術をもつ堀場テクノサービス

が独⾃開発。形や⼤きさが異なる軽⽯の上⾯を均⼀に固定するとともに、余分な X線の

⼊射を防ぐ構造により、複数のサンプルを⾼い精度で同時に分析することができます。 

・本装置を⽤いることにより、⾮破壊・⾮接触で、かつ 1回あたり数分という迅速な分析

を⾏うことで、円滑な研究活動を実現します。 

 

 

 

 

 

 

  

⽩い砂浜の⼀⾯が漂着軽⽯で覆われてしまった与論島の海岸（遠景と近景） 

収集した軽⽯と独⾃開発の治具（左）／蛍光 X 線分析装置（中）／成分分析のイメージ図（右） 
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③ 漂流パターンの解析【地球研】 

・堀場テクノサービスが分析したデータを元に、過去に発⽣した海底⽕⼭噴⽕で噴出した軽

⽯の化学成分（⼆酸化ケイ素、酸化カリウム、酸化ナトリウムなど）の含有量と照らし

合わせ、収集した軽⽯が⼩笠原諸島由来のものであるかといった発⽣源を特定します。 

・⼩笠原諸島由来の軽⽯を特定したうえで、漂流⽇時などの情報を組み合わせて流路のマッ

ピングを⾏い、漂流パターンの解明へとつなげます。 

・研究成果は学会や論⽂などで発表し、⼀般向けにも公開することを予定しています。 
  
※１ 現在軽⽯サンプルの収集は、地球研からの協⼒依頼を受諾した上記機関の⽅々から発送いただくも

ののみに限っています。 

※２ X 線を物質に照射すると、その物質がもつ元素による固有の光が発⽣します。蛍光 X 線と呼ばれる

その光を捉えることで、測定対象物に含まれる元素の種類と量を特定することができます。 

※３ 運搬、保管、分析までサンプルを適切に取り扱うこと。堀場テクノサービスの分析ラボ「Analytical 

Solution Plaza(アナリティカル ソリューション プラザ)」では、安全なサンプルハンドリングを実

現する治具を独⾃開発し、多種多様な受託分析を提供しています。 

 

【期待する効果】 
 
① ⻑期的な災害レジリエンス強化への貢献 

・軽⽯はどのように漂流・漂着するのか、そもそも本当に今回の噴⽕による軽⽯なのかとい

った軽⽯の「プロフィール」を明らかにすることで、今回の⼩笠原諸島の海底⽕⼭噴⽕

由来による影響の裏付けとなるデータを社会へ提供します。これにより、今後世界で同

様の問題が起こった際に迅速な復興を可能とするためのより⻑期的な研究や対策の⽴案

を⾏う、災害レジリエンス強化に関する取り組みに貢献します。また軽⽯の化学成分を

分析することで、どのように再利⽤できるかを検討するうえでのアイデアにつながる可

能性も秘めています。 
 
② ⾃然災害や地球環境問題への関⼼・理解の深化  

・「産学⺠」三位⼀体となって地域との交流を重視しながら研究活動に取り組みます。この

研究をきっかけに、プロジェクトリーダーである地球研の新城 ⻯⼀教授が中⼼となり、

セミナーや談話会といった場を通じて次代を担う⼦供たちを含む幅広い市⺠層に向け

て、⾝近な地学現象、ひいては地球規模の⾃然災害・環境問題への関⼼や理解の深化へ

とつなげていきます。 
 
③ SDGs ⽬標達成への貢献 

・地球研と HORIBAグループは、SDGs（国連が提唱する持続可能な開発⽬標）の達成に

向けて様々な取り組みを進めています。特に HORIBAグループは、SDGs17の⽬標のう

ち、「4．質の⾼い教育をみんなに」「11．住み続けられるまちづくりを」「14．海の

豊かさを守ろう」「17．パートナーシップで⽬標を達成しよう」における達成へ貢献す

ることも⾒据えています。 
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【HORIBAの SDGsにおける考え⽅】 

 HORIBAと SDGs 

 

【プロジェクトリーダー︓新城 ⻯⼀】 
 
■ 総合地球環境学研究所 研究部 教授 

■ 琉球⼤学 理学部 物質地球科学科 教授 

地質学・岩⽯鉱物学・地球化学を専⾨とし、今回沖縄県で異変

が起こった際にもいち早く遠く離れた海底⽕⼭の軽⽯噴⽕に由

来することを発信しました。また、36年前や約 100 年前の漂

着軽⽯の研究を⾏った加藤 祐三・琉球⼤学名誉教授の研究室出

⾝です。 

 

 

 

＜本件のお問い合わせ先＞ 
 
⼤学共同利⽤機関法⼈ ⼈間⽂化研究機構 総合地球環境学研究所 

広報室 岡⽥ ⼩枝⼦ 

〒603-8047 京都市北区上賀茂本⼭457番地 4 

Tel︓ 075-707-2450/070-2179-2130 E-mail︓saeko.okada[at]chikyu.ac.jp／

kikaku[at]chikyu.ac.jp 

 

株式会社堀場製作所 

コーポレートコミュニケーション室 天井 駿⼀ 

〒601-8510 京都市南区吉祥院宮の東町２番地 

Tel︓075-325-5073/080-9160-6829 E-mail︓shunichi.amai[at]horiba.com 

 

※[at]を@に変換してください。 


